
  

 

 
  

重心についての補足説明 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    右の図のように，同じ直方体の形をしたレンガを 2 個重ねた

とき，レンガ 2 の右はしは，机の右はしから最大どこまで出

せますか。a の長さを求めなさい。 
 

レンガ 1 を最も左にずらしたとき，レンガ 2 の右はしを最

も机から出すことができる。右の図のように，レンガ１はレ

ンガ２から左へ１２cm までずらすことができるので，レン

ガ 2 個の重心は，レンガ 1 の重心から右へ６cm のところに

ある。レンガ 2 個の重心が机の上にあれば 2 個のレンガは

落ちないので，a は，６＋１２＝１８[cm]と求められる。 
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塾技 

 

物を 1点で水平に支えることができる点を重心という。重心の位置は物の形 

によって決まり，太さがいちような 1本の棒の重心は棒の真ん中となる。 

右の図のような直方体の形をしたレンガを机にのせ，

レンガの先
せん

端
たん

をできるだけ机のはしから遠くにする実

験を行うと，レンガの重心が机の上にある限り，レン

ガは机から落ちることはない。右の図では，机のはし

から 12cm までレンガを出すことができる。 
 

では，何個か積
つ

まれた積木
つ み き

（レンガ）の重心はどこにくるのだろうか？ 

積木の場合，重ねる積木の個数によって全体の重心の位置が決まる。 

＜積木２個の場合＞ 

全体の重心は，それぞれの重心のちょ

うど中間（１：１）の位置となる。 
 

＜積木３個の場合＞ 

まず２個を重ねたものの重心を決め，

それと残りの１個を重ねたときの全

体の重心を求める。ただし，積木２個

の場合と異なり，残り１個の積木（右

の図の棒３）の重心の方から２：１に

分けられた点が全体の重心となる（右

の図で，３個の棒全体の重心を支点と

考えると，棒３の１個分の重さと，棒 

１と２の２個分の重さの比である１：２の逆比２：１の位置）。 

積木４個以上の場合も同様に考えていけばよい。 

 

 

答
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例題 

机

レンガ

24cm

12cm

a

机

レンガ1

24cm

レンガ2

机

棒1＋棒2

の重心
棒1の重心

棒2の重心 棒1

棒2

棒1＋棒2の重心

棒3の

重心

棒1

棒2

② ①

棒3

1

2

棒1＋棒2

＋棒3の重心

机

12cm

レンガ1の重心

レンガ1＋2

の重心

レンガ2

の重心

a


